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今日の内容

• 樹木の種類と生態
• なぜ剪定するの？･･･目的
• いつ剪定すれば？･･･時期
• どのような剪定？･･･種類
• どうすればよいの？･･･手法
• 花木の剪定は？
• 生垣の剪定（刈込み）は？



なぜ剪定をするのか？

• 安全：落枝、倒木等の予防
• 健康：病害虫を防ぐ。更新・若返りを図る
• 美観：樹形を整え、花・実のつきをよくする
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兼六園：松のもみあげ



大きさによる分類
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低木

研究所入り口付近

高木



葉を楽しむ木
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アラカシ ヒイラギモクセイ

イヌツゲ イヌマキ

フイリマサキ

ニシキギ



花・実を楽しむ木
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ムクゲ

クチナシ ムベ

テイカカズラアメリカノウゼンカズラ

シモツケ



針葉樹と広葉樹

7

葉形→針状or鱗状orか
ま状など

針葉樹 広葉樹

葉形は偏平
（鋸歯縁or全縁、分裂葉or不分
裂葉、単葉or複葉）

ハクショウ オオシラビソ ネズミモチ ウツギ

スギ ヤツデ フジヒノキ



常緑樹と落葉樹
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常緑樹 落葉樹

一年中葉がつく
（葉寿命1年以上、分厚い葉）

葉の無い時期がある
（葉寿命1年未満、薄い葉）

テーダマツ ソヨゴ

キンモクセイ ナツハゼ ベニバスモモサザンカ

ウメ タニウツギ



日本の植生図鑑＜Ⅰ＞森林（中西、大場、武田、服部：保育社、昭58）より引用

大阪の自然植生



剪定の種類

〇基本剪定（冬期剪定）

・本来の樹形を形づくるための剪定

・樹木の骨格、枝の配置を整える

〇軽剪定（夏期剪定）

・春から伸びすぎた枝や込みすぎた枝を

取り除き、樹冠の乱れを整える

〇刈り込み

・樹木の樹冠を刈り、小さくする作業



剪定の時期

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

常緑樹

落葉樹

針葉樹

基本剪定 軽剪定

春の新芽が伸び

生長が休止する時期

土用枝などが伸び

生長が休止する時期

新緑が出揃い

葉が固まる時期

落葉の時期 落葉の時期

真冬を避ける真冬を避ける

※低木の刈り込みはその種類（常緑or落葉or針葉）に花の時期を見て実施



剪定の基本 １

• 自然樹形の原則による
• 頂枝（シン）は１本とする

• 病害虫による被害のある
枝葉を取り除く

• 枝順は下方枝、中間枝、
頂上枝の順に長さを整え
る



• 枝着きは前後、左右平等
に着けるようにし、対生
枝や車枝にしない

• 同方向に同じような枝が
重ならないように互生枝
を作るようにする

• 逆さ枝、ふところ枝、から
み枝、ヤゴ、胴吹き、徒
長枝などは切り取る

剪定の基本 ２



• 樹勢の強い枝は強く、弱い
枝は弱く剪定

• 毎年同じ位置で剪定しない

• 枝のぶつ切りはしない
• 花木の剪定は花芽の分化
時期と着生位置に注意

剪定の基本 3



不要な枝の剪定 1



不要な枝の剪定 2



不要な枝の剪定 ３



不要な枝の剪定 ４



不要な枝の剪定 ５



不要な枝の剪定 ６



不要な枝の剪定 ７



不要な枝の剪定 ８



剪定の方法

切詰剪定

切返剪定

枝抜剪定

枝おろし



切詰め剪定



切りかえし剪定



枝抜き剪定



枝おろし



ナチュラルターゲットカット
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USDA（2012）How to prune trees.

ブランチ
バークリッジ

枯れ枝

ブランチバークリッジ
（幹と枝の間の筋の部分）

生きている枝

ブランチカラー
（枝の基部の膨らんだ部分）

ブランチカラー

ブランチバークリッジとブランチカラーの間際で剪定



好ましくない剪定法
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• →• １回で大枝を剪定し、樹皮がめくれる→×
• 幹に平行に深く切り落とす切り方（フラッシュカット）を行い、ブランチカ
ラーやブランチバークリッジを傷つけ、巻き込みができない→×

• 枝を切り残した切り方（スタブカット）により、切り口の巻き込みができな
い→×

大枝を1回で剪定 フラッシュカット スタブカット

USDA（2012）How to prune trees.



開花習性と剪定時期 １

当年枝に花芽分化し翌年春から初夏に開花

常緑樹：アセビ、サツキ・ツツジ類、クチナシ、シャリンバイ、

ジンチョウゲ、ヒイラギナンテン、ヤブツバキなど

落葉樹：アジサイ、ウメ、エニシダ、コブシ、サクラ類、

ドウダンツツジ、トサミズキ、ハナミズキ、

ヒメシャラ、レンギョウなど

剪定時期＝落花直後

当年度の開花後or開花中に花芽がで
きる。
→落花後、すぐに剪定しないと花芽を
切ってしまう事に

当年枝

前年枝

花

来年の
花芽



当年枝に花芽分化し当年の夏から秋に開花

常緑樹：キョウチクトウ、キンモクセイ、サザンカ、

ヒイラギ、ヒイラギモクセイ、ビヨウヤナギ

（半落葉）など

落葉樹：サルスベリ、ハギ、バラ、フヨウ、ムクゲ など

剪定時期＝秋～翌年春の萌芽前まで

当年度の花芽は当年枝からできる。
→来年の萌芽までに剪定すれば花芽
に影響なし

花

当年枝

前年枝

開花習性と剪定時期 ２



当年枝に開花

落葉樹：シロヤマブキ、ネムノキ、ヤマブキなど

剪定時期＝落葉直後に新梢を切りかえす

当年度の花芽は当年枝からできる種
類とほぼ同じであるが、新梢（当年枝
の先端部分）が枯れやすく、花芽が
なくなる事が多いので、切りかえしを
行い、花芽をずらす。

当年枝

前年枝

開花習性と剪定時期 ３



（参考）果樹の剪定
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切り返し剪定

間引き剪定

（剪定の効果）
〇先端部を伸ばして
骨格となる枝を
育てる。
〇先端の垂れた枝
の勢力回復 等

（剪定の効果）
〇結果枝や花芽が
つきやすくなる。

剪定の種類 主な樹形

（主幹形）
クリ、リンゴ、
サクランボ

（開心自然形）
カキ、ウメ、
モモ、ミカン



①

②

③
④

⑤

⑥

①刈り込み鋏

②ヘッジトリマー（エンジン式）

③ヘッジトリマー（電動式）

④剪定鋏、鋸

⑤高枝剪定鋏

⑥熊手

剪定道具いろいろ



生け垣の刈り込み １

〇刈り込みの目的

・樹木の表面の枝葉を密にし、美しさを増進

・通風、採光をよくし、病害虫への抵抗性を

高める

〇刈り込みの時期

・新梢が固まった６月～７月

・その後伸びた枝は、９月～１０月

・花木は花芽分化期前に



〇刈り込みの準備

用具：苅込ばさみ、剪定ばさみ、脚立、

竹ぼうき、その他（水糸など）

〇準備作業

１ 竹ぼうきでクモの巣や枯れ葉を払う、

ハチの巣の確認

２ 徒長枝や強い枝は、先に剪定ばさみで切除

３ 必要により刈り高に水平にひもを張り表示

４ ハサミをよく研いでおく（ヤニとりも）

生け垣の刈り込み ２



〇はさみの使い方

・右利きの人は左手を固定し、右手を左に

・生け垣の頂部を刈るときは、脚立を使い頂部の

高さに腰がくるように

（常に心臓の位置より下で使う）

・球形に刈る場合ははさみを裏返して使う

〇刈り込みのポイント

・上枝を強く、下枝を弱く刈り込む

・美しい生け垣にするには、角の部分を整える

（側面から見て角がきれいに直角に見えるよう）

生け垣の刈り込み ３



〇ヘッジトリマーの使い方

・まず上部を水平に刈り込む。

・垂直部分を刈り込むのは、下から上に刈り込む。

〇刈り込みのポイント

・同じ高さに揃えるために、ロープ等で目印をつ
ける。

生け垣の刈り込み ４

下から上へ

（上が強く刈り込まれ
るように）



生垣の剪定をより良くするためには・・・

ちょっとした作業でより美しい生垣になる

実施前

実施後



剪定の強弱の基本

枝は、樹冠上部の生長が優位
で、下方になるにしたがって生
長が劣るのが一般的。

剪定もそれにしたがい、強弱を
つけることが必要。

（下から上に刈り込むのが良
い）

上方枝

中間枝

下方枝

強剪定

中間剪定

弱剪定



剪定実施のポイント（安全対策）



剪定実施のポイント（安全対策）


